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河崎早春（かわさき　さはる）
２０代前半に朗読を俳優の故巌金四郎、臼井正明に師事。劇団養成所を経、演劇集団A.T. ラボ創立メンバー。
俳優、ナレーター、朗読家。第一回ギィ・フォワシィ短篇劇コンクール優勝。

2 月 20日 ( 水 )　　

　港区青山の会場（申し込まれた方に、追ってご連絡します）

第 4水曜日 10時～12時
6回で　会員 24000円（資料代別途　1000円）
　　　非会員 29000円（　〃　）　　会場：赤坂クインルーム（予定） ･

　2回共に 1:30～４:00（終了後に質疑応答） 　参加費　各々 2000円

チケット制で自由課題の木曜教室、毎回テーマや作品を決めて読んでいく火曜教室が、いっぱいになってきたので
４月から新たに水曜教室もスタート。（火、木曜をご希望の方は、空席をお確かめください。）　

2019 年 4月開講！朗読教室「イメージを言葉にのせて」

2月 27日 ( 水 )　

「読む」のではなくて「語って」と言われるけどどうしたらいいの…？
それはイメージがつかめなくて　呼吸が変らないためです。頭で想像したつもりでも、身体が反応しなければ
イメージしたことにはなりません。自然に息づかいを変えていく方法を、ちょっとした動きの中でつかんでい
きます。　「え…こんなやり方で朗読するの？」　そんな具体的で目から鱗のワークショップ。
日頃から聞きたいと思っていたことも、気軽にご質問ください。
自分の癖を知り読みをチェックする第一歩。あなたの朗読、頭でっかちになっていませんか？

「イメージを具体的にする」

「言葉の音楽を聴く」

 「小説」「詩」「エッセイ」「戯曲」など毎回　その作品にあった呼吸や読み方を考えて行きます。

　「明るく読んで」「もっと軽く」なんて言われたらどうしますか？「明るくするなら、笑えば
いいの？高い声を出せばいいの？」いいえ、そんなことではありません。言葉は人によって
捉え方が違うもの。高低、緩急、強弱などは頭でコントロールできるけれど、頭では制御でき
ないのが音色（ねいろ）です。音色を変化させるには、イメージを体で感じるしかないのです。
「明暗」「固い」「柔らかい」「重厚な」「親身に」「いい加減な」「頑固な」…etc　具体的に
イメージすることによって体と声が自由に変化していくのを実際に体感してください。.

　文章には音楽のように旋律やリズムがあります。ところが細かいところに拘るあまり、全体から醸し出す音楽が聞こえ
なくなってしまうのです。頭でっかちになったり、感情に頼ったりすると、わざとらしい表現しか出てきません。また、
音楽の聞こえない朗読は聞いていると疲れます。言葉が音楽を紡ぎ出すと、面白いように朗読も生き生きしてきますよ。

それぞれが独立した WSですが、２回続けて受講されるとより理解が深められるでしょう。


